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第 1 章

概要

•機能（1ページ）
•製品 ID番号（4ページ）

機能
Cisco ® Provider Connectivity Assurance Sensor SFPポートフォリオ（旧 Accedian Skylight SFP
Compute Sensor）は、拡張されたモバイル、キャリアイーサネット、および IPサービスを展開
するための、高性能ギガビットイーサネットのさまざまなプラガブルサービスアシュアラン

スと境界オプションをお客様に提供します。Provider Connectivity Assuranceプラットフォーム
と完全に統合されたAssuranceSensorSFPは、サービス提供の自動化、スケーラブルなメトリッ
ク収集、およびレポート作成をサポートします。また、実用的インサイトと機械学習駆動型の

分析により、サービスの運用開始を加速し、業務効率を向上させます。

製品の詳細については、Cisco Provider Connectivity Assurance Sensor SFPデータシートを参照し
てください。
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図 1 : 10G短距離（SR）トランシーバ

図 2 : 10G長距離（LR）トランシーバ
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図 3 : 10G延長到達距離（ER）トランシーバ

図 4 : 10G長距離（LR）双方向トランシーバ（アップストリームおよびダウンストリーム）

図 5 : 10G延長到達距離（ER）双方向トランシーバ（アップストリームおよびダウンストリーム）

次の表に、Cisco Provider Connectivity Assurance Sensor SFPの規制および標準コンプライアンス
機能を示します。

表 1 :規制および標準コンプライアンス（モデル：nNID10）

説明機能

IEC 60825-1、FDA CFR 21安全性：レーザー
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説明機能

IEC 60950-1、IEC 62368-1、EN 62368-1、
CSA/UL62368- 1、AS/NZS62368.1、J62368-1、
CEI EN 62368-1、DS/EN 62368-1

安全性

CISPR32、EN55032、FCCPart 15、ICES-003、
AS/NZS CISPR 32、VCCI-CISPR 32、KN32

EMC：エミッション（クラス B）

製品 ID番号
次の表に、Assurance Sensor SFPに関連付けられている現場交換可能な PIDを示します。内部
コンポーネントに障害が発生した場合は、返品許可（RMA）を取得する必要があります。詳
細については、「Cisco Returns Portal」を参照してください。

表 2 : Assurance Sensor SFPの PID

説明PID

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
SR、MM、850 nm、150/150/150 m OM3/4/5、
E-Temp

S10G-SR-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
LR、SM、1310 nm、10 km、I-Temp

S10G-LR-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
ER、SM、1550 nm、40 km、I-Temp

S10G-ER-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
LR-BiDi、SM、1310/1270 nm、10 km、I-Temp

S10G-BD-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
LR-BiDi、SM、1270/1310 nm、10 km、I-Temp

S10G-BU-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
ER-BiDi、SM、1330/1270nm、10km、I-Temp

S10G-B40D-PM-D-I

SFP-10GbEパフォーマンスモニタリング、
ER-BiDi、SM、1270/1330 nm、10 km、I-Temp

S10G-B40U-PM-D-I

Cisco Provider Connectivity Assurance Sensor SFP 10Gハードウェア設置ガイド
4

概要

製品 ID番号

https://www.cisco.com/c/en/us/support/rma_portal.html


第 2 章

インストールの準備

•設置に関する警告（5ページ）
•静電破壊の防止（7ページ）

設置に関する警告

TACの指示がない限り、アプライアンスを開かないでください。注意

次の警告を記録しておいてください。

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

ステートメント 1008 -クラス 1レーザー製品

クラス 1レーザー製品です。

警告
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ステートメント 1014 -レーザー放射

これはクラス4レーザー製品です。目に見えないレーザー放射があります。直接光または散乱
光に眼や皮膚をさらさないでください。

警告

ステートメント 1089 -教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1091 -教育を受けた担当者による設置

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。

警告

ステートメント 1255 -レーザーのコンプライアンスに関する考慮事項

着脱可能な光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠に関
する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10および 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。

警告

ステートメント 2011 -クラス B装置のための VCCIコンプライアンス

この装置は、クラスＢ機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こす

ことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

警告
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Statement 2018—Class B Notice for FCC

Modifying the equipment without Cisco's authorization may result in the equipment no longer complying
with FCC requirements for Class B digital devices. In that event, your right to use the equipment may be
limited by FCC regulations, and you may be required to correct any interference to radio or television
communications at your own expense.

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant
to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency
energy, and if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular
installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can
be determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference
by one or more of the following measures:

• Reorient or relocate the receiving antenna.

• Increase the separation between the equipment and receiver.

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected.

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help.

（注）

ステートメント 9001 -製品の廃棄

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。

警告

静電破壊の防止
電子部品の取り扱いが不適切な場合、ESDが発生し、機器の損傷や電気回路の破損を引き起こ
す可能性があります。その結果、機器の断続的障害または完全な故障を引き起こします。

部品の取り外しまたは交換を行うときは、必ず静電気防止手順に従ってください。シャーシが

電気的にアースに接続されていることを確認してください。静電気防止用リストストラップを

肌に密着させて着用してください。アースクリップをシャーシフレームの塗装されていない表

面に止めて、静電気が安全にアースに流れるようにします。静電放電による損傷とショックを

防止するには、リストストラップとコードを効果的に作用させる必要があります。リストスト

ラップがない場合は、シャーシの金属部分に触れて、身体を接地してください。

安全を確保するために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。

抵抗値は 1～ 10 MΩである必要があります。
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第 3 章

設置、メンテナンス、アップグレード

•トランシーバモジュールの取り付け（9ページ）
•トランシーバモジュールの取り外し（11ページ）

トランシーバモジュールの取り付け

ホストから電力が供給されると、トランシーバの金属面が高温になる場合があります。サービ

ス中にその面に触れる際は注意が必要です。

注意

•このデバイスにはレーザーが搭載されています。設置ガイドに記載されていない方法での
使用や、修理、分解は損傷を引き起こす可能性があり、結果として目に見えない赤外線

レーザー放射への危険な暴露につながる場合があります。

•開いている光ポートをのぞきこまないでください。

•トランシーバや接続されているケーブルの破損を防止するため、モジュールの取り付けま
たは取り外しを行う前にすべてのケーブルを抜いてください。

•トランシーバを取り付ける前に、ケージの電源機能をアプライアンスのベンダーに確認す
る必要があります。

警告

•トランシーバはホットプラグ可能なデバイスです。モジュールを取り付けるまたは取り外
す際に、ホストアプライアンスの電源を切る必要はありません。

•次の手順で指示されるまで、トランシーバからダストキャップを取り外さないでくださ
い。また、接続の準備が整うまで、光ファイバケーブルコネクタにはダストキャップを付

けたままにしておいてください。

（注）
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ベイルラッチは、ポートソケットのトランシーバモジュールを固定します。

図 6 :ベイルクラスプラッチ付きの SFPモジュール

トランシーバケージに光トランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ベイルラッチが閉じていることを確認します。

ステップ 2 トランシーバケージのノッチとヒンジの端がそろっていることを確認し、所定の位置にはまるまでモジュー
ルをトランシーバケージに差し込みます。カチッという音がしたら、モジュールが完全に装着されます。

図 7 :トランシーバモジュールの差し込み

ステップ 3 光ファイバケーブルの一方の端で、コネクタからダストキャップを取り外します。ダストキャップは今後
の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 4 覆いが外されたコネクタの光ファイバ終端の表面を点検および清掃します。

ステップ 5 トランシーバモジュールからダストキャップを取り外します。ダストキャップは今後の使用に備えて保管
しておいてください。

ステップ 6 光ファイバケーブルのコネクタをトランシーバモジュールに接続します。
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トランシーバモジュールの取り外し
トランシーバケージから光トランシーバモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 トランシーバモジュールからケーブルコネクタを取り外します。

ステップ 2 各ケーブルコネクタにダストキャップを再度取り付けます。

ステップ 3 ベイルラッチを90度回して開き、トランシーバモジュールをつかんで、モジュールをケージから慎重に引
き出します。

図 8 :トランシーバモジュールの取り外し

ステップ 4 ベイルラッチを閉じます。

ステップ 5 ダストキャップをトランシーバモジュールに再度取り付けます。
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